
令和3年6月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：月１回以上行った。

３：学期に２～３回程度行った。

２：学期に１回程度行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：７０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。
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・朝の赤松タイムの時間を活用して、健康・給食委員会の児
童と養護教諭が「早ね・早起き・朝ごはん」「感染症予防」「体
の健康」についてライブ配信の集会をした。集会の内容が実
験やクイズを取り入れながらの説明で、児童から発信したこと
により、自分の健康について真剣に考える機会となった。
・「給食だより」「献立表」に諸外国の料理や日本の伝統的な
料理、特産品を生かした料理、行事食等の説明を記載し、児
童のみならず保護者にも興味や関心を高めるものとなり、料
理のレシピを保護者に提供して「食育」について御家庭で考え
る機会をつくることができた。また、「箸づかいウィーク」「全国
学校給食週間」等も設定し、児童の給食への興味や関心を高
めた。
・大森第六中学校と連携し、運動会の練習や当日の運営を円
滑に進めることができた。次年度にはコロナ禍でも、感染予防
対策をしっかりして、さらに競技や応援について工夫して充実
した行事としていきたい。
・校舎改築に伴い、校庭が使用できなくなったが、屋上や体育
館、そして９月に完成した第二校庭に必ず教員を配置して計
画的に使用できるようにして、安全に運動を楽しめる環境の
維持に努めたが、遊んでいる時にけがをする児童が増えた。
次年度は、コオーディネーショントレーニングを取り入れて体
力向上を目指したい。

0

４：保護者による授業
評価において、肯定的
な評価が95％以上

３：保護者による授業
評価において、肯定的
な評価が90％以上

２：保護者による授業
評価において、肯定的
な評価が85％以上

１：保護者による授業
評価において、肯定的
な評価が85％未満

４：短縄跳びで、めあて
をもって取り組み、達成
できた子どもの割合が
90％以上

３：短縄跳びで、めあて
をもって取り組み、達成
できた子どもの割合が
80％以上

２：短縄跳びで、めあて
をもって取り組み、達成
できた子どもの割合が
70％以上

１：短縄跳びで、めあて
をもって取り組み、達成
できた子どもの割合が
70％未満
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４：「学習に一生懸命に
取り組んでいる」とアン
ケートで回答した子ど
もの割合が90％以上

３：「学習に一生懸命に
取り組んでいる」とアン
ケートで回答した子ど
もの割合が80％以上

２：「学習に一生懸命に
取り組んでいる」とアン
ケートで回答した子ど
もの割合が70％以上

１：「学習に一生懸命に
取り組んでいる」とアン
ケートで回答した子ど
もの割合が70％未満
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４：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力を活かして
いる」という設問に肯定
的な評価が9０％以上

３：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力を活かして
いる」という設問に肯定
的な評価が８0％以上

２：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力を活かして
いる」という設問に肯定
的な評価が７０％以上

１：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力を活かして
いる」という設問に肯定
的な評価が７０％未満

目標に対する成果指標
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学校関係者記入欄
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令和３年度　大田区立赤松小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。
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ン
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・児童数（全３８０名、12学級）、教員数（校長１名、副校長１名、主幹教諭２名、主任教諭６名、教諭７名、養護教諭１名、非常勤養護教諭１名、講師４名ほか）
・学校支援地域本部「スクールサポートあかまつ」を中心に、感染症対策をとりながら地域力を活かした特色ある教育活動（洗足池を中心とした地域学習、異学年の交流を重視した「なかよし班」活動、金管バンドの演奏等）を推進している。
・校内研究において長年にわたりESD（持続発展可能な社会のための教育）に取り組み、平成25年にユネスコスクールの認定を受け、平成29年度にはそれまでの成果に対し、ESD大賞が授与された。現在もESDのより一層の充実に努めている。
・長年取り組んできた低学年を中心としたモルモットの飼育、委員会活動を中心としたウサギの飼育を現在も引き続き推進している。
○令和２年度より校舎改築工事に着手。千束特別出張所、高齢者利用施設等を含む複合施設となる。令和９年３月竣工予定。令和５年度まで洗足池グラウンドを借りて体育の授業を実施する。

４：「学校が楽しい」とア
ンケートで回答した子
どもの割合が90％以上

３：「学校が楽しい」とア
ンケートで回答した子
どもの割合が80％以上

２：「学校が楽しい」とア
ンケートで回答した子
どもの割合が70％以上

１：「学校が楽しい」とア
ンケートで回答した子
どもの割合が70％未満
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地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・「.学校は地域の力を活かしている」とアンケートで回答した
保護者の割合が94%となった。昨年度からホームページの「あ
かまつDIARY」等を通して、地域学習や地域の方をゲスト
ティーチャーに招いての児童の活動情報、「赤松小学校改築
に伴う工事について」等の進捗状況を定期的に更新し、保護
者や地域に伝えることができた。
・３年生の工場の単元では、地域にある町工場を新たに探し
て教材化を図ることができ、児童にとって貴重な体験学習と
なった。今後も地域の魅力を発掘していきたい。
・新型コロナ感染防止をしながら、学校支援地域本部の協力
のもと、昨年度よりも拡大して「夏休みわくわくスクール」を開
催することができ、児童にとって充実した活動となった。
・学校行事等の変更を早急に地域やPTAへ連絡し協議して迅
速に対応することができた。PTAには、コロナ禍の中、ひな祭
り、端午の節句、七夕等の伝統行事にふれる機会をつくって
いただき、児童は日本の伝統文化について理解を深めるとと
もに、心が明るくなる空間を演出していただけた。

・学校と家庭、地域が密接に結びついて活動するのは大切な
ことです。児童が自分の暮らしている地域について広範囲に
さまざまな面から知識を得るのは、より充実した生活を過ごせ
る心の支えになり、また誇りがもてるようになると思います。
・感染防止対策をして行事、活動を実施されていることに評価
します。
・PTA役員だけではなく、たくさんの保護者が学校と共に教育
に取り組みたいと考えていると思います。ブログで授業をアッ
プしていただけるのはありがたいです。両親も楽しみにみてい
ます。来期も学校と連携したＰＴＡ活動を行っていきたいと思い
ますので、よろしくお願いいたします。
・地域からのアンケートがない。反映されていないのに違和
感。
・子どもたちとコロナ禍でも関われることには、学校と地域で
連携して協力できたらと思います。「あかまつDIARY」内でも多
く写真掲載していただき、学校での良い様子が見られ、楽しま
せていただいております。ありがとうございます。
・地域力を活かす取組が目に見えているのだと思います。素
晴らしいです。
・大田区のスローガン「地域力の活用、向上」がはかられてい
る結果だと思われます。
・学校・家庭・地域の結びつきを大人だけでなく子どもにももっ
と伝えられると良いと思います。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。
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３：

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

これまで、赤松小で実施してきた地域の特
色を生かした授業を実施するとともに、新し
い地域教材を開発し、地域との連携を図る

4
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１：

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。
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ESDの価値観、育むべき能力・態度を日々
の授業に価値づけし、思考力を高める授
業の工夫をする。

１：

4

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

2

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童一人一人のよさを伸ばし、学校生活が
安心できるよう教育活動をすすめる。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

ＯＪＴを組織化し、各教科等の専門性の高
い教員からの伝達講習や研究授業前の模
擬授業などの研修を日常的・計画的に行
う。

3

3

3

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

感染症対策を考慮しつつ、限られた運動ス
ペースを有効活用し、めあてをもたせなが
ら体力づくりに取り組ませる。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・学びてこれを習う、学習への基本姿勢を学習課題を通して児
童に示しているのがよくわかる。その上でESDの意識が広が
るような様々な授業、講演会等を実施して、ESD教育の充実
が図られている。
・タブレット学習も必要ですが、ノートをとる学習も必要です。
・アンケートの結果に対して、成果として学力レベルも目標に
対して示せると意欲と結果の両面で結果を確認できるのでは
ないか。
・先生方の努力が実を結び、児童の学ぶ意欲を向上させてい
ることがよくわかります。学ぶことが面白い、楽しい！と感じ、
興味のあることを見つけられる学びの場を今後も期待してい
ます。
・一生懸命、学習に取り組んでいると回答する児童が94％と
いう結果も素晴らしいと思います。6％の児童への手立てを示
していただければと思います。
・到達度をチェックシートで子ども、保護者に知らせる取組が
年度内で１回のみだったことは残念だが、児童の興味や関心
をもちそうな課題を設定しての取組は評価できる。
・学習の多様化が進んでおりますので、多くの興味を引き出す
ようお願いします。

・「学習に一生懸命に取り組んでいる」とアンケートで回答した
子どもの割合が94％となった。教員が児童の興味や関心をも
ちそうな学習課題を設定したことが考えられる。１学期は算数
のステップ学習のタブレットドリルの不具合が解消されず、効
果的な活用ができなかったが、２学期にはPTAと連携して、開
校記念日の記念品としてタブレット用のタッチペンが配布さ
れ、児童がタブレットの操作が円滑になり、意欲的にタブレット
を活用して学習していた。
・学期に１回、２年生以上で算数の基礎基本の定着が図れて
いるかを確認するベーシックドリルテストを実施して、定着して
いない単元を分析しながら授業を進めることができた。
・算数では、全学年を習熟度別に３展開で実施して、基礎基
本の定着を図ってきた。２年生の「かけ算」の学習では、学習
補助員や特別支援員、担任以外の教員などに「九九」の暗唱
を聞いてもらう機会を設定するなど、学校全体で取り組み基
礎基本の定着を図ってきた。
・大田区学習効果測定の結果を分析して、昨年度の定着状況
から授業改善推進プランを作成、実践している。
・ESDの充実を図るために、研究授業を３回、ESDの教育を深
める講演会を１回実施することができた。研究を深めた生活
科・社会科から全教科に児童のESDの意識が広がるように、
全教室にESDのポイントを掲示して授業に取り組んだ。
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１：

・豊かな心の育成の「目標」の文こそ、ESD教育が目指すとこ
ろだと思います。「子どもフェスタ」から「子どもチャンネル」へ
の発展的な変更は大いに歓迎するところです。児童の自主的
な活動を促し、達成感を味わいながら楽しむ行事への移行
は、心の育成を育み、将来の人間形成にも肯定的な効果を生
むことでしょう。
・暑い日、寒い日、雨の日、見守りと朝の元気な挨拶、ボラン
ティアの方に感謝とお礼を。
・自己肯定感の低さの課題共有は大切意味あること。豊かな
心の育成のために、楽しいだけでなく、自己肯定感を高める取
組やそれに対する成果測定ができるように次年度以降期待し
ています。
・前年のアンケートや調査結果を生かし、目標に沿った教育活
動が推進されていると思います。学力向上と同様に豊かな心
の育成も大変な指導だと思います。いじめについては早期発
見に尽きると思います。軽い気持ちの「ふざけ？」から「いじ
め？」の変化を見つけるのは難しいとは思いますが、学校と家
庭が連携し、今年度同様に道徳教育の充実を引き続きお願い
したいです。声楽家さんの生歌、私も聞きたかったです。
・何よりもまず、「学校が楽しい」と児童が思える配慮は重要な
事で、93％の肯定的回答はやはり素晴らしいと思います。
・わくわくこどもチャンネルの動画配信が赤松小の新しい伝統
になったことは「学校が楽しい」とアンケートで回答した子ども
の割合が93％にものぼったことにもダイレクトにつながったと
思える大きな成果だ。
・行事が予定通り消化できない中、いろいろな取組の結果、
93％の子どもが「学校が楽しい」というのは素晴らしいことで
す。

・運動習慣による体力の向上は重視されるものです。また、保護者を巻
き込んださまざまな「食育」を提供することは、児童に対する心身の健
康増進に貢献するものと期待します。
・感染防止対策をして、給食時間、体育授業（移動引率）教職員に感謝
します。
感染状況が心配でもオンライン授業に切り替えないのはおいしい給食
があるからです。親からしても栄養バランスのとれた食事を１日１回で
もとっていると思うと不安が払拭されます。
・地域スポーツとの連携をもっと進めてほしい。（赤松フライヤーズ、フェ
ニックス　etc）
・食に通ずる食育が行われていて、大変ありがたく思います。コロナ禍
での校舎建替え、子どもたちが自由に思いきり体を動かして、元気に活
動することが非常に制限されていると思います。大変な中ですが、引き
続き取組の充実に期待しています。
・子どもの立てるめあてが適正かどうかで達成状況も変わる事と思いま
す。また、規準が70％以上で「２」というのは厳しいのではと思います。
・全教員での懸命な取組にもかかわらず、成果評価が２にとどまったの
は残念です。
コロナ禍と校舎改築工事が重なり、体力向上が思うようにはかれてい
ないことは今後の大きな課題になってくると思います。
・校舎建替えの影響もあるのかもしれませんが、地域の人を活用して
休日にイベントを行い、参加するようなことをしたいです。

・各種研究会や研修会に参加する意欲的な教員が多いのは
大いに頼もしいことです。また、教員同士での情報交換や助
言、指導を相互に行うことは、個人個人の力の向上により多
角的に繋がる価値あるものになると思います。
・オンライン授業、デジタル教科書等の対応に、デジタル機器
の研修を教職員が受講されることに評価します。
・時代や社会の変化にも柔軟に対応できる、学ぶ意欲のある
教員の方々ばかりだと思います。こんな時代ですから、保護
者の期待も高いと思いますが、十分に対応していただいてお
りますので、引き続きよろしくお願いいたします。
・先生方のOJTを進めてくださり、大変感謝いたします。大きく
異なる状況下の中で、先生方のご苦労は大変なものだと思い
ます。充分目標達成はできていると思います。先生方の前向
きな姿勢に好感し、今後も期待しています。
・保護者の96％が授業に肯定的という結果は素晴らしいと思
います。研修により、全体の底上げがされているのだと思いま
す。
・授業公開をしっかりやることができたことが、肯定的な評価
につながっている。また、教員の授業力向上のための様々な
取組は評価できる。
・日々の授業にプラスして先生方の研修も大変かと思います
が、自己成長をよろしくお願いします。
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・「学校が楽しい」とアンケートで回答した子どもの割合が93％
となった。教員が自分の思いや考えを相手に話すことができ
る学級の雰囲気づくりに努めた。９月には、今までの伝統行
事であった「wakuwakuこどもフェスタ」から「wakuwakuこども
チャンネル」に変更した。子どもまつり的な内容で楽しむだけ
の行事から児童の自主的な活動を促し、達成感を味わいなが
ら活動を楽しむ行事となった。各学級から配信された動画は
各学級の個性が表現された充実した活動となり、赤松小の新
しい伝統が生まれた。
・道徳授業地区公開講座では、早稲田大学教職大学院客員
教授の遠藤真司先生を講師に招いて、講演を初めてライブ配
信で開催し、家族一緒に「特別な教科　道徳」について深めら
れる時間をもてた。自己肯定感の低さが課題になっているこ
とを保護者にデータを見せながら伝えられた。また、自己肯定
感を高めるための保護者の言葉かけや接し方についても講
演された。さらに講演内容を実践されて声楽家として大成され
た教え子との対談もまじえて、子どもへの働きかけの大切さを
具体的に保護者に伝えることができた。
・「いじめアンケート」「学校生活調査」「hyper-QU」を児童に実
施して分析したり、困っていること等を丁寧に聞き取ったりし
て児童理解に努めるとともに、その情報を毎月の「いじめ対策
の会議」や「特別支援校内委員会」で全教員で共有し、いじめ
や問題行動の早期発見、未然防止に努めた。
・問題行動、不登校児童等に関するケース会議を実施して、
解決に向けては、スクールカウンセラーにつなげたり、教育セ
ンター、子ども家庭支援センター等の外部機関とも連携をとっ
たりしながら対応した。
・「あいさつや言葉遣いが適切である」とアンケートで回答した
保護者の割合が昨年の88％から3ポイント上がり91％になっ
た。週１回の生活指導夕会で「あいさつ」等を含めた生活指導
上の規範意識の現状を話し合い、全教職員が共通理解して
指導にあたった成果が少しずつでてきた。とくに６年生が最上
級生としての自覚をもち、率先して元気なあいさつをしてい
た。
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・「教師（担任・専科）は、学力を身に付けさせるために指導の
工夫をしている」の評価が96%となった。昨年度実施できな
かった授業公開を平日１週間にわたって学級の人数を分散し
感染防止対策をしっかりして実施することができ、授業の評価
をしていただくことができた。
・主幹、主任教諭が中心となって、ICT機器を活用したOJT研
修を実施し、タブレットを活用した資料の提示、児童の考えを
学級全体に広げ深める場面の設定、児童同士の交流等の技
能が上がった。また、ICT機器の研修を民間のサポートを受け
ながら実施し、全教員がオンライン授業を実施することができ
るようになった。
・すすんで各種研究会に参加する教員が多く、日々の学習に
生かしたり、研修してきた成果を報告したりして、指導力向上
につなげていた。
・夏季休業中に講師を招いて特別支援教育の研修会を実施
して、困り感のある児童への児童理解、そして困り感を軽減し
ていく方法を学び、日々の学級経営や学習指導に生かせるよ
うに努めた。
・新学習指導要領の全面実施２年目で、「主体的で対話的な
授業」や「新しい評価の観点」を学ぶために、教員室内で専門
性の高い教員にすすんで助言や指導をしてもらう場面が頻繁
に行われた。また、教員同士がお互いの専門性を生かし、外
国語活動と体育、プログラミング学習（総合的な学習）と社会
の交換授業を実施した。

３：

２：

１：

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

４：「正しい言葉遣い
で、自分の気持ちを伝
えようとしている」と児
童アンケートで回答し
た子どもの割合が80％
以上

３：「正しい言葉遣い
で、自分の気持ちを伝
えようとしている」と児
童アンケートで回答し
た子どもの割合が70％
以上

２：「正しい言葉遣い
で、自分の気持ちを伝
えようとしている」と児
童アンケートで回答し
た子どもの割合が60％
以上

１：「正しい言葉遣い
で、自分の気持ちを伝
えようとしている」と児
童アンケートで回答し
た子どもの割合が60％
未満

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

・人権という小学生には難しい課題だと思われますが、他者の
人権を尊重するといったおもいやりの精神を教えるのは大切
なことです。そして、対話を多く取り入れた授業を通して、相手
の考えや思いに共感しながら自分の考えを持てるようになれ
たら、なお素晴らしいことです。
・オンライン授業の学習理解進行を精査しましょう。
・児童の視力低下。
・保護者の理解。
・感染対策で抑制され気味の子どもたちの学校生活を方途を
尽くして楽しく有意義なものにしていただき、大変感謝しており
ます。
・全体的に見て評価をするというのは大変難しい。学校、子ど
もたちとの交流の場が少なく、登下校の児童の様子を見るだ
けなので、今回は正しい評価をつけることができているかどう
かわからない。目標に対する成果指標を参考につけさせても
らいました。早くコロナ禍が収まってくれることを願っていま
す。
・コロナ禍での校舎建替えの中、工夫した取組に頭が下がり
ます。子どもたち自身が「正しい言葉遣いで気持ちを伝えよう
としている」と感じていることは素晴らしく、先生方の日々の向
き合い方によって定着してきたのだと思いました。
児童一人一人が積極的に様々な行事で活躍し、自己肯定感
を高めてほしいです。タブレットの使用につき、インターネットリ
テラシー教育をもっと推進してほしいです。
・正しい言葉遣いで自分の気持ちを伝えることは、人間関係を
良好に保つために必要不可欠なことで、87％が肯定的に回答
していることはとても素晴らしいと思います。
・指導員、専門員、補助員、講師等との連携による能力の向
上への取組は素晴らしいと思います。子どもたちの大きな成
長を期待します。
・タブレットを活用したインターネットについての学習が中心に
なりますが、その中でもコミュニケーションをとれる対人能力も
養うようにお願いします。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

Ｂ 1

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3
１：

Ｄ 0自分の気持ちを適切な言葉で伝えたり、自
分の考えを表現したりする指導を様々な教
育活動の場面で行う。

4

4

・外国語教育指導員と連携して、クイズやゲーム、音楽に合わ
せた身体表現活動を取り入れたりして、児童の英語への興味
や関心を高め、楽しみながら活気のある授業を展開すること
ができた。
・理科指導専門員による授業観察を３・４・５・６年で年間６回
実施して教員の指導力向上に努めるとともに、児童が自然や
科学に興味をもてるように、実験や校外学習等の体験学習を
多く取り入れ、科学的思考力が身に付くような授業力づくりを
心掛けた。
・昨年度よりも、一人一人のタブレットの活用頻度が高まっ
た。低学年では、ドリルパークなどの基礎基本の定着を図る
ためのアプリを活用し、自己採点してポイントを獲得すること
により意欲をもって取り組めるようになってきた。また、Meetの
方法も理解しオンラインでの授業にも参加できるようになっ
た。中学年では、調べ学習でインターネットの検索機能を活用
できるようになってきた。さらに高学年では、自分の考えや調
べた内容等をタブレットで相手に発信できるようになってき
た。
・低学年には、体育補助員を依頼して個別指導や集団行動の
動きを高めたり、用具の準備や片付けをしていただき、指導
時間を十分に確保することができた。９月からは第二校庭を
体育や休み時間に使用して、児童の体力向上につながるよう
に計画した。体育・健康教育授業地区公開講座に全日本ロー
プスキッピング選手権優勝・世界大会種目別２位の経歴をも
つなわとびパフォーマーを講師に招き、児童に「なわとび」の
楽しさを味わわせ、なわとび運動に意欲的に取り組めるように
した。
・「正しい言葉遣いで、自分の気持ちを伝えようとしている」と
アンケートで回答した子どもの割合が87％となった。低学年
から様々な教科で対話を取り入れた授業を多くして、その授
業形態に児童も慣れ、相手の考えや思いに共感しながら、自
分の考えをもつことができるようになってきた。
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